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社会と先端技術 多様な人々

公共と個人平時と災害時

色々な事が共存できる社会

様々な人々が参加できる社会

社会
の効率

個人の
幸せ

共進化する社会



全ての人が、いつでも、どこでも

ビッグデータ
オープンデータ

使える
わかる

動ける

全ての人が、いつでも、どこでも、

情報が

エネルギーが

ヒト/モノが



あなたのまわりの状況を把握 あなたの活力を引き出す手伝い

あなたのいる社会 より快適な社会

どんなふうにして・・・

段差があったら困るなぁ
How can I go there?

スムーズに行けた！

行動の自由

混雑回避、渋滞解消

時間短縮、ストレス解消！！

あなたの困りごとを先回りして解決

エネルギーの地産地消

エネルギーの最適配分

人流

エネルギー

交通流

路面ガイド

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この長期・中期・短期アーキテクチャーの考え方はエネルギーにも当てはまります。
長期スパンでは、交通網、重要施設の情報を元にした、水素ステーションの配置、発電所の配置、送電網設計などのエネルギーインフラ計画策定に応用できます。
中期スパンでは、移動型水素ステーションや週間天候情報を基にしたCEMSなどの中期エネルギー計画の策定に応用できます。
短期スパンでは、需給状態をリアルタイムに分析し、BEMS、FEMS、HEMSなどのローカルEMS最適化に応用します。
�
- The 3-layer architecture can be extended to the energy world.
- Long term layer is used for an energy infrastructure plan such as hydragen station or power plant placement and power grid design using other urban system information.
- Mid term layer is used for a CEMS energy plan using information of mobile hydrogen stations or weekly weather information.
- Short term layer is used for local area energy management system such as BEMS, FEMS and HEMS with continuous, realtime analysis of demand and supply.
�
�



社会実装、福岡から世界へ

伊都キャンパス
実証実験

福岡都心部
実証実験

3分 １５分

最適移動手段の提案

エネルギーの有効利用
水素蓄電 放電

H2ステーション

エネファーム

FCV FCV

新産業を世界に発信！



ご清聴ありがとうございました。
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